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国際フェアトレード認証ラベル 

輸出 
輸入 製造 販売 生産者 消費者 

組合 

世界125カ国以上、32,000点以上の製品が流通 
世界で最も認知されている倫理的認証ラベル 

原材料の生産から輸出入、製造を経て 
完成品になるまでのサプライチェーンを 
監査・認証 
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国際フェアトレード基準の特徴 ＜ 3つのポイント ＞  

最低価格 
と 

プレミアム 

人権 
を守る 

自然環境
に配慮 

開発途上国の生産者が自らの力で 
くらしを向上できるように支える仕組み 

1. 経済 2. 社会 3. 環境 

例：コーヒー （アラビカ種）＞  
1ポンド（453g）：140USセント 
＋プレミアム：20USセント 

組合の民主的な運営 
安全な労働環境 
児童労働の禁止・・・・・ 

農薬・薬品の使用削減と管理 
有機栽培の奨励 
土壌・水源の保全・・・・・ 



300種類以上の原料/製品 

国際フェアトレード認証 ＜産品カテゴリー＞ 
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世界74カ国・生産組織数： 1,210  
生産者・労働者数：150万人以上 

ラテンアメリカ：      51.6％ 
アフリカ・中東：      33.4％ 
アジア・オセアニア： 15.0％ 

国際フェアトレード認証へ参加する生産者組織の推移  
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開発途上国の地域コミュニティへ役立てられるフェアトレードのプレミアム  

生産者の受取総額 
9,520万ユーロ 

（約123億7千6百万円） 
1€：130円 

 
2012-13年 

水 教育 インフラ 保健医療 

Fairtrade International 2015年3月発表 
最新版レポート「Monitoring the Scope and Benefits of Fairtrade 2014(英文)」より 

http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf 

主なプレミアム使用目的 

！ 
医療や学校など社会インフラの整備に加え、気候変動への対策、 
生産性や品質の向上など、ビジネスの改善・発展にも多く活用されています。 

http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
http://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/resources/2014-Fairtrade-Monitoring-Scope-Benefits-final-web.pdf
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国際フェアトレード認証製品 ＜世界の推定市場規模＞  

 流通規模： 125カ国以上、32,000製品以上  

(単位：百万ユーロ） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

'04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14

2014年 
約59億ユーロ  

（約8,300億円 PY:110％）  



各国 国際フェアトレード認証製品 推定市場規模 （2014年） 
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約8億3千万ユーロ 

約6700万ユーロ 

 世界市場 約59億ユーロ （約8,300億円） 
 
 日本市場は世界市場の1％ほど 
 イギリス （約20億ユーロ）  ⇒ 日本の31倍 
 ドイツ （約8億3千万ユーロ） ⇒  日本の12倍 

約20億ユーロ 



調達基準・調達戦略としてのフェアトレードへ 

2016年までの3年間で、 

フェアトレード認証カカオ調達量を 

20,000トンへ 

2020年までに調達するカカオ

100%をサステナブルな 

認証カカオへ 

2020年までにフェアトレード認証 

カカオ調達量10倍へ 
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2014年7月 欧州議会‐欧州委員会  
会長 ジャン=クロード·ユンカー氏  

自身もフェアトレード製品の愛好家 

欧州議会・欧州委員会 
政策アジェンダとして、 
フェアトレードを推進へ 

2012年11月 アメリカ合衆国 国務長官  
ヒラリー・クリントン氏  

優れた企業市民活動を表彰  
(Award for Corporate Excellence) 

米国国務長官  
ルワンダのフェアトレード認証 茶農園 

SORWATHEを表彰 

欧米の公的機関で認められる国際フェアトレード基準と認証製品  
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公共調達におけるフェアトレード 

世界30カ国、1700以上の自治体がフェアトレードタウン認証 

   ロンドン、パリ、ローマ、マドリード、ブリュッセル、アムステルダム など首都も 
 

・熊本市： 2011年6月にアジア・日本初のフェアトレードタウン認定 

・名古屋市： 2015年9月19日、日本第2号のフェアトレードタウン認定 

・台湾・台北： 2015年6月 フェアトレードシティへ 

・韓国・ソウル： 市長自らがフェアトレードシティを目指し積極的に推進 

2015年9月19日「環境デーなごや2015」において行われた 
名古屋市の「フェアトレードタウン」認定式。写真中央は河村たかし名古屋市長 
写真出所： http://www.huffingtonpost.jp/hiroyuki-abe/fairtrade-town-nagoya_b_8164462.html 

サステナブルな社会の実現には、責任あるサプライチェーンが欠かせないとして 
公共調達にもフェアトレードが浸透 
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国際フェアトレード認証製品 ＜日本の市場規模推計＞  
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フェアトレード認証製品 推定市場規模推移（日本国内） 約94億円 
（2014年） 

2009年後半より外食業のコーヒー製品の販売が大幅増加 
そのため、2010年の数値から従来の市場規模換算方法を改め、外食での小売価格を加味。 
スターバックス コーヒーの「本日のコーヒー」提供開始や国内大手コーヒーメーカーでの採用増 
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日本でも広がるフェアトレード認証製品 フェアトレード認証製品 
推定市場規模 

 

約94億円 
（2014年） 
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http://www.aeon.info/
http://www.seiyu.co.jp/


- 航空会社や鉄道機関で機内・車内提供用にフェアトレード認証飲料を採用 

- 社内消費用・来客用のコーヒーや紅茶にフェアトレードを採用する企業も増加 
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トヨタ・ヨーロッパのパーツセンター(ベルギー）では、 

社員食堂でフェアトレード認証品を使用 

1999年来、社員食堂でフェアトレード認証品を提供。 

2011年、自社のフェアトレード認証コーヒー購買量は51トン 

（2011年フォルクスワーゲン・サステナビリティレポートより） 

全フライトの機内コーヒーと紅茶をフェアトレード認証に切り替え。 

創業者リチャード・ブランソン卿「あらゆる企業が、自社で使用する 

製品が、環境とそれを生産する人々に与える影響を理解するべき」 

（2007年9月24日 ヴァージンアトランティックプレスリリースより） 

 

 

 

2012年9月以来、職場でのフェアトレード推進を認められ、 

「フェアトレード・ワークプレイス」として認証。自社の調達方針に 

フェアトレードが組み込まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社内消費・調達におけるフェアトレード 

http://images.google.ch/imgres?imgurl=http://blog.kir.com/archives/kpmg logo2.jpg&imgrefurl=http://blog.kir.com/archives/002087.asp&h=150&w=220&sz=9&hl=de&start=1&um=1&tbnid=6HMV__vG4sjngM:&tbnh=73&tbnw=107&prev=/images?q=logo+kpmg&svnum=10&um=1&hl=de&sa=N
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フェアトレード認証製品 導入採用企業 
（来客用・社員食堂など社内消費用への採用） 



国内の消費者動向 
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■ 教育の現場でもフェアトレード 
 ・小中学校の社会科、英語の教科書 
 ・高校の英語、現代社会、家庭科の授業 
 ・高校入試、大学入試センター試験にも出題 

 
■ 若年層の支持拡大 
 ・全国の大学に60以上のフェアトレードサークル 
 ・93％の大学生「フェアトレード実践企業の商品を買ったり人に薦めるなど応援したい」 

  （2013年6月～9月 全国のフェアトレード関心層の大学生約300人にFLJが意識調査） 

 
■ 消費者教育の中のフェアトレード  
 ～消費者の「権利」から「責任」へ～ 
 
  2012年末「消費者教育推進法」施行 
  学校教育用に消費者庁と文部科学省が作成した 
  「消費者市民教育ガイド」ガイドブックにおいて 
  フェアトレードが大きな柱に 
  （14ページ中5ページでフェアトレード言及） 



ロンドンオリンピック・パラリンピックでもフェアトレード 2012.7.27-9.9 

ロンドンオリンピック・パラリンピック組織委員会[LOCOG]は
調達基準にフェアトレードを採用。すべての開催地域で、フェ
アトレード認証のコーヒーや紅茶、チョコレート、砂糖、バナナ、
ワイン、オレンジが提供されました。 
 

オリンピック開催中の６週間での推計提供数量 
 ・フェアトレードバナナ1000万本 
 ・フェアトレード紅茶750万カップ 
 ・フェアトレードコーヒー1400万カップ、 
 ・砂糖1000万袋 
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